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まちの高齢者施策
の未来図

　

介
護
医
療
院
と
は
、
２
０
１

８
年
４
月
に
誕
生
し
た
、
介
護

保
険
法
上
の
新
し
い
入
所
施
設

で
す
。

　

介
護
医
療
院
は
要
介
護
者
に

対
し
て
、『
医
療
』『
介
護
』『
住

ま
い
』
の
３
機
能
を
提
供
す
る

施
設
で
す
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
以
下
「
特
養
」
）
と

は
違
い
、
医
師
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄

養
な
ど
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
要

介
護
者
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

ま
た
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お

け
る
ケ
ア
（
看
取
り
）
を
支
え

る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
は
、
病
院
の
部
屋
が

カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
る

の
と
は
違
い
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
家
具
で
仕
切
ら
れ
て
い
て
、

２
人
部
屋
で
あ
っ
て
も
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
点
も
介
護

医
療
院
の
特
徴
の
１
つ
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
と
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
利
用
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
一
種
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

①�

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
り
直
さ
な
く

て
も
、
必
要
に
応
じ
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
３
つ
を
臨
機

応
変
に
選
べ
ま
す
。

②�

１
カ
月
あ
た
り
の
利
用
料
が
定

額
な
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
使
い

す
ぎ
を
心
配
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

③�

契
約
す
る
事
業
者
が
１
つ
な
の

で
、
お
休
み
す
る
場
合
な
ど
の

連
絡
の
手
間
が
少
な
く
て
す
み

ま
す
。

④�

顔
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
や
利
用

者
と
の
交
流
が
は
か
り
や
す
い

で
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策
　
重
点
ポ
イ
ン
ト
①

町
立
診
療
所
の
２
階
を
活
用
し
た

介
護
医
療
院
の
開
設

医療療養病床
（病院）

介護医療院
介護老人
保健施設

特別養護
老人ホーム

介護医療院の位置づけ

　医療　　　　　　　　　　　　　　　　介護

低高 医療の必要性

高
齢
者
福
祉
施
策
　
重
点
ポ
イ
ン
ト
②

元
気
プ
ラ
ザ
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

小
規
模
多
機
能居宅

介
護
の
提
供

⇧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
す
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地
域
支
援
事
業
と
は
、
介
護

が
必
要
な
状
態
と
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
『
転
倒
骨
折
予
防
運

動
教
室
』
や
町
内
３
地
域
で
の

『
お
達
者
ク
ラ
ブ
』、
教
育
委
員

会
主
催
の
『
た
け
な
わ
学
級
』

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

３
年
前
の
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
に
行
っ
た
介
護
予
防

ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
古
平
町
の

高
齢
者
が
運
動
機
能
の
低
下
に

伴
い
閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
あ
り
、

地
域
活
動
の
参
加
に
消
極
的
だ

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
出
の
付
き
添
い
や
送

迎
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と

い
う
が
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て
い

る
各
種
事
業
に
新
し
い
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
町

民
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
、

既
存
の
地
域
支
援
事
業
の
強
化

を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策
　
既
存
資
源
の
強
化
①

地
域
支
援
事
業
の
強
化

⇧
お
達
者
ク
ラ
ブ
の
よ
う
す

　

古
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

独
自
性
が
な
く
活
動
が
形
骸
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
が
実
施
す
る

事
業
と
対
象
者
や
実
施
内
容
が
重

な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
来
の
役
割
で
あ
る

『
行
政
と
民
間
を
つ
な
ぎ
地
域
の
課

題
解
決
に
結
び
つ
け
る
こ
と
』
を
果

た
す
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
機

能
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策

既
存
資
源
の
強
化
②

社
会
福
祉

協
議
会
の

機
能
強
化

⇧
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
の
よ
う
す

　

古
平
高
校
跡
を
活
用
し
、
平
成
26

年
に
開
設
し
た
高
齢
者
複
合
施
設
『
ほ

ほ
え
み
く
ら
す
』
は
、
高
齢
者
住
宅

や
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
場
、
食

堂
な
ど
多
く
の
町
民
が
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
運
営
は
高
齢
者
住
宅
部

分
が
町
で
、
他
の
部
分
が
古
平
福
祉

会
と
別
々
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
施

策
を
実
現
後
に
町
民
に
と
っ
て
最
適

な
あ
り
方
の
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策

既
存
資
源
の
強
化
③

ほ
ほ
え
み
く
ら
す

の
あ
り
方
を
検
討

すべての高齢者やその家族が元気に
安心して暮らせるまちへ向けて
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令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
第
８
期
古
平
町

高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
今

年
度
、
古
平
町
で
は
現
在
の
高
齢
者
福
祉

施
策
を
確
認
・
検
証
し
、
サ
ー
ビ
ス
は
足

り
て
い
る
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
前
ペ
ー
ジ
か
ら
引
き
続

き
、
今
後
古
平
町
が
目
指
す
高
齢
者
施
策

の
未
来
図
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
古
平
町
の
現
状
を
確
認
し
ま
す
。

■
高
齢
者
数
の
ピ
ー
ク
は
10
年
前

　

古
平
町
の
高
齢
者
人
口(

65
歳
以
上)

は
、

町
全
体
の
人
口
が
ピ
ー
ク
（
１
万
73
人
）

だ
っ
た
１
９
５
５
年
か
ら
増
加
を
続
け
、

２
０
１
０
年
に
は
１
３
３
０
人
と
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
減

少
に
転
じ
、
25
年
後
の
２
０
４
５
年
に
は

６
４
０
人
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
【
表
１
】

　

高
齢
者
割
合
は
、
今
後
も
増
加
傾
向
が

続
き
、
２
０
１
５
年
は
40
・
６
％
、
25
年

後
の
２
０
４
５
年
に
は
55
・
４
％
と
町
民

の
２
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
町
の
サ
ー
ビ
ス
状
況

　

古
平
町
に
は
訪
問
看
護
な
ど
の
医
療
系

サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
余
市
町
な

ど
に
は
古
平
町
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア

と
し
て
い
る
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

を
行
う
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
、
小

規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
複
数
の
事
業
所

が
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
選
択

肢
が
多
く
あ
る
反
面
、
重
複
し
非
効
率
的

と
も
い
え
る
状
況
で
す
。

　

施
設
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

除
け
ば
特
養
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
町

内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
隣
接
し

て
い
る
す
べ
て
の
町
村
に
施
設
サ
ー
ビ
ス

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
町
内
で
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
計
画
作
成
な
ど
を
行
う
『
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
は
、
町
直
営
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
高
齢
者
が
対

象
の
一
般
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
『
健
康

相
談
』
や
『
運
動
教
室
』
、
『
ふ
れ
あ
い
昼

食
会
』
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
現
状
を
見
直
し
、
そ
の
上
で
適
し
た
施
設
は

特
養
で
は
な
く
介
護
医
療
院
!!
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【表１】古平町の高齢者数と高齢者割合の推移

高齢者数(人) 高齢者割合(％)

？？ 国勢調査人口と住民基本台帳人口 ？？
人口の表し方は、国勢調査人口と住民基本台帳人口の２種類があります。国勢調査人口は実際に住ん

でいる人数で、実際の居住者に即した数値です。一方、住民基本台帳人口は住民基本台帳上の人数で、

古平町に住所を置いている人の合計数で表されます。広報の裏面の人口は住民基本台帳人口です。

※2015年までは国勢調査数値。2020年以降は推計値（国立社会保障・人口問題研究所より）
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■
診
療
所
有
床
化
の
必
要
は
な
い

　

町
立
診
療
所
に
目
を
向
け
る
と
、
常
勤

医
は
確
保
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
２
階

を
利
用
し
た
短
期
入
所
療
養
介
護
『
フ
レ

ピ
ラ
』
は
今
年
度
か
ら
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
の
有
床
化
に
つ
い
て
も
模
索
し

て
き
ま
し
た
が
、
看
護
師
な
ど
の
働
き
手

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

古
平
町
と
し
て
は
十
分
な
医
療
機
関
を

持
つ
余
市
町
や
小
樽
市
が
近
隣
に
あ
る
た

め
、
急
性
期
患
者
の
初
期
対
応
を
行
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
町
民
の
方
に
対
し
て
医

療
機
関
と
し
て
最
低
限
の
役
割
を
果
た
す

と
考
え
て
お
り
有
床
化
は
必
要
な
い
と
判

断
し
ま
し
た
。

■
議
会
で
も
質
問
の
多
い
特
養
や
診
療
所

　

過
去
５
年
間
の
古
平
町
議
会
の
一
般
質

問
で
は
、
特
養
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の

質
問
が
計
９
回
、
診
療
所
の
運
営
等
に
つ

い
て
の
質
問
も
12
回
あ
り
非
常
に
関
心
の

高
い
課
題
で
す
。

■
多
角
的
な
検
討
の
結
果

　
今
の
最
善
策
が
介
護
医
療
院

　

古
平
町
の
現
状
を
再
確
認
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
検
討
し
た
結
果
、
ス
タ
ッ
フ

が
い
な
い
た
め
開
設
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
入
院
病
床
や
特
養
で
は
な
く
、
２
つ
の

中
間
と
も
い
え
る
介
護
医
療
院
の
開
設
が

最
善
策
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

理
由
①
　
人
口
減
少
と
隣
町
に
存
在

　

隣
接
す
る
町
に
は
す
で
に
特
養
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
古
平
町
の
方
も
入
居

し
て
い
ま
す
。
前
の
ペ
ー
ジ
で
触
れ
た

と
お
り
高
齢
者
人
口
が
減
少
し
て
い
る

今
、
施
設
間
で
の
入
居
者
の
取
り
合
い

が
起
こ
り
、
結
果
、
運
営
は
難
し
く
な

り
ま
す
。

理
由
②
　
新
た
な
施
設
が
不
要

　

介
護
医
療
院
は
、
新
し
く
建
物
を
建

て
る
必
要
が
な
く
、
現
在
空
い
て
い
る

町
立
診
療
所
の
２
階
の
部
屋
を
家
具
や

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
る
程
度
で
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

理
由
③

　
必
要
な
専
門
職
員
が
少
数

　

特
養
の
経
営
に
は
多
く
の
労
働
者
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
少
子
化
の
影
響

に
よ
り
労
働
者
が
急
激
に
減
少
し
て
お

り
、
看
護
職
員
や
介
護
職
員
の
担
い
手

確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

介
護
医
療
院
の
い
く
つ
か
の
形
の
中

で
は
、
必
要
な
職
員
数
が
少
な
く
て
よ

い
『
Ⅱ
型
の
併
設
型
小
規
模
介
護
医
療

院
』
が
あ
り
、
町
立
診
療
所
に
ス
タ
ッ

フ
が
い
れ
ば
、
介
護
医
療
院
開
設
に
あ

た
り
必
要
な
専
門
職
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

■
近
隣
の
介
護
医
療
院

　

介
護
医
療
院
は
、
介
護
保
険
法
上
の
新

し
い
施
設
で
、
令
和
２
年
度
ま
で
は
既
存

の
介
護
療
養
型
医
療
施
設
や
介
護
療
養
型

老
人
保
健
施
設
か
ら
の
転
換
が
優
先
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
隣
で
は
余
市
町
の
中
島
内
科
や
小
嶋

内
科
に
併
設
し
て
い
ま
す
。

■
開
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

介
護
医
療
院
の
開
設
は
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
搭
載
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、

国
の
方
針
で
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
開
設

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
い
段

階
で
の
開
設
を
め
ざ
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
元
気
プ
ラ
ザ
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

介
護
医
療
院
の
開
設
後
、
元
気
プ
ラ
ザ

と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
体
と
し
て
利

用
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提

供
の
準
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
で
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
無
駄
な
く
効
率
的
に
提
供

す
る
た
め
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
立
て
る
『
ケ
ア
プ
ラ

ン
』に
始
ま
り
、１
つ
の
介
護
事
業
者
が『
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
』『
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
』『
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
』
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
施
設
や
介
護
事
業
者
を
用
意

し
な
く
て
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
24
時
間
３
６
５
日
利
用
者
の
生

活
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
よ
り

安
心
し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
介
護
予
防
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

　

来
年
度
に
は
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
の
た
め
に
、
高
齢
者
が
古
平

町
で
生
活
す
る
た
め
、
何
を
求
め
、
何
に

満
足
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
『
介
護
予

防
ニ
ー
ズ
調
査
』
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
そ
れ
を
高

齢
者
福
祉
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
す

べ
て
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
元
気
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課
（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
42-

２
１
８
２

⇧
町
立
診
療
所
２
階
の
よ
う
す

ど
う
し
て
特
養
で
も
入
院
病
床
再
開

で
も
な
く
介
護
医
療
院
な
の
か
!?
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２
月
６
日
と
13
日
の
２
日
間
、
北
海

道
原
子
力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
共
和
町
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
意
思
決
定
訓
練
で
は
、

町
か
ら
職
員
２
名
の
派
遣
や
町
対
策
本

部
と
の
通
信
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
古
平
福
祉
会
の
共
働
の
家

へ
の
道
路
が
雪
崩
に
よ
り
孤
立
す
る
と

い
う
想
定
で
の
訓
練
（
孤
立
地
域
か
ら

の
陸
路
避
難
訓
練
）
と
、
住
民
が
小
樽

市
総
合
体
育
館
に
避
難
す
る
（
一
時
滞

在
場
所
移
転
訓
練
）
を
行
い
、
有
事
の

際
の
手
順
や
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

古平町の原子力防災

●原子力防災対策に

は泊原子力発電所５

ｋｍ圏内のＰＡＺと

呼ばれる地域と、30

ｋｍ圏内のＵＰＺと

呼ばれる地域があり、

どちらに属するかで

事態における対応が

異なります【表１】。

古平町は全域がＵＰ

Ｚに属しています。

●万が一避難する場

合には、古平町民は

一度小樽市総合体育

館に避難後、小樽市

内のホテルに滞在す

ることになっていま

す。

●オフサイトセン

ターとは原子力災害

時に国・道・市町

村・事業者などの職

員が集まり対策を練

る拠点となる施設。

写真左上　
　余市町の中央水産試験場での避難退域時検査
写真左
　小樽市総合体育館での一時移転場所運営訓練
写真左下
　オーセントホテル小樽での講演会
写真下
　古平福祉会での孤立地域からの陸路避難訓練

【表１】泊原子力発電所の事態に応じた町の動き

発電所の事態 事態例
ＰＡＺ ＵＰＺ

泊村　共和町 古平町　など

ＡＬ

警戒事態

泊村で震度６弱

の地震が発生
要支援者の避難準備開始 情報収集など

ＳＥ

敷地施設緊急事態
全交流電源喪失

要支援者の避難開始

避難準備開始
屋内退避の準備開始

ＧＥ

前面緊急事態
冷却機能喪失

避難開始

安定ヨウ素剤を服用

屋内退避

場合によって避難

下
に
い
く
ほ
ど
事
態
が
悪
化

原子力災害時の避難の
　手順や職員の対応を確認

～北海道原子力防災訓練～
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もうすぐ１年生！
　　　　　小学生になったら何がしたい？
　　　　　　　将来の夢をインタビューしました！

　

古
平
小
学
校
で
今
年
の
春
か
ら
入
学
予

定
の
15
人
が
１
日
だ
け
小
学
校
生
活
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

体
験
入
学
で
は
今
の
１
年
生
が
、
新
１

年
生
の
手
を
と
り
、
優
し
く
教
室
ま
で
エ

ス
コ
ー
ト
。
教
室
で
は
先
生
の
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
に
、
元
気
に
挨
拶
し
て

い
ま
し
た
。

　

図
工
の
授
業
体
験
で
は
、
ブ
ー
メ
ラ
ン

を
作
り
ま
し
た
。
新
１
年
生
は
お
花
の
柄

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
り
、
現
１
年

生
は
ほ
め
た
り
手
伝
っ
て
あ
げ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
が
完
成
し
た
ブ
ー
メ
ラ
ン
を

体
育
館
で
投
げ
た
後
、
現
１
年
生
が
校
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
４
月
に
入

学
す
る
の
を
待
っ
て
る
よ
～
!!
」
と
新
１

年
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

給
食
は
先
生
が
小
学
校
給
食
に
つ
い
て

説
明
後
、
保
護
者
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
鳥
肉
の
か
ら
揚

げ
、
白
玉
り
ん
ご
。
量
が
多
か
っ
た
の
か

残
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
徳
田
陽
向
さ
ん
は
「
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
が
お
い
し
か
っ
た
し
、
ブ
ー
メ
ラ
ン

作
り
は
楽
し
か
っ
た
。
小
学
校
に
入
る
の

が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふりがな
名　前

小学生になったら？
将来の夢は？

五
い が ら し

十嵐なつさん
体育を頑張りたい！

保育士

田
た

口
ぐち

　洋
よう

巡
じゅん

くん
国語と算数を頑張りたい！

パイロット

本
ほん

間
ま

　新
あら

汰
た

くん
先生の言うことをしっかり聞きたい！

白バイ隊員

伊
い

藤
とう

　柚
ゆず

花
か

さん
勉強を頑張りたい！

サーティワンアイスクリーム屋さん

徳
とく

田
た

　陽
ひ な た

向さん
勉強を頑張りテストで100点取りたい！

看護師

前
まえ

川
かわ

　心
こ の は 


花さん
算数を頑張りたい！

トリマー

大
おお

山
やま

　蘭
らん

さん
算数を頑張りたい！
お花屋さん

中
なか

野
の

　未
み

來
らい

さん
算数を頑張りたい！

看護師

三
み

上
かみ

　玲
れ

夢
む

さん
勉強を頑張りたい！
郵便屋さん

齊
さい

藤
とう

　湊
みな

翔
と

くん
勉強を頑張りたい！

警察官

堀
ほり

　采
こと

海
み

さん
引き算を頑張りたい！
アイスクリーム屋さん

安
やす

田
だ

　乙
おと

葉
は

さん
先生のお話をしっかり聞きたい！
ペットショップ店員

瀧
たき

野
の

　至
いたる

くん
勉強で100点を取りたい！

サッカー選手

堀
ほり

　仁
じん

之
の

将
すけ

くん
勉強を頑張りたい！

警察官

依
より

田
た

　妃
ひ

那
な

さん
宿題を頑張り100点を取りたい！

漁師さん

小
学
校
１
日
体
験
入
学
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スポンジボールを使った運動のようす

大きな声で堂々と発表する児童

古平町防災会議のようす

地域福祉センターで、高齢者の引きこもり防止や生
活機能向上のために転倒予防運動教室が開かれ20人
が参加しました。運動教室は全８回の日程で、初回と
最後の日に行われる体力テストで運動の効果を測るこ
とができます。
参加者は、体をほぐす運動から始まり、約１ｍの木
の棒を使った運動やスポンジボールを使った運動など
で普段は使わない筋肉を鍛えていきました。これらの
運動を続けると、除雪作業が楽になったり歩き方の改
善が期待できます。
参加した寶福福子さんは「いつもテレビを見て運動
していますが、足の指の運動は初めてで楽しかったで
す」と話していました。

１
24 運動を継続で日常の動きが改善

転倒予防運動教室

古平小学校６年生が文化会館で、より良い古平町に
するために考えた結果を町長や議長、教育長に伝える
発表会が行われました。
児童15人は人口減少や町の伝統、ごみ問題などテ
ーマ別に６班に分かれ、大きな声で緊張を感じさせな
い立派な発表を行いました。講評で貞村町長は「よく
調べよく勉強したと感じました。みなさんの提言を研
究していきたいし、これからも新たな提言をしていっ
てほしい」と話しました。
児童を代表し依田那奈さんが「これからも古平町の
ことを考え、その結果を実践していきたい」と挨拶し
ました。

１
29 より良い古平町にしていくために

古平町の未来を考えよう『発表会』

古平町防災会議が文化会館で開かれ、委員など19
人が集まり古平町の防災体制について確認しました。
防災会議は、町の防災体制を記した古平町地域防災
計画の修正案について、町が委員に意見を求める場で
計画変更のためには必ず開催する必要があります。
開会にあたり貞村町長が「北海道胆振東部地震での
大規模停電を受け、大規模停電災害対策計画を追加し
ております。みなさんの忌憚のないご意見をいただき
たい」と挨拶。事務局から、主な計画の変更内容や原
子力災害時の避難計画の説明があり、委員は理解を示
し変更案は承認されました。

１
29 防災対策の根幹の計画を修正

古平町防災会議
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鬼と戦うこどもたち

幼児センターで節分の由来などを学んだり雰囲気を
楽しんだりする節分の会が行われました。
手作りのお面をかぶって集まった子どもたちは、「鬼
は外、福は内」の意味や恵方巻の由来を学びました。
組ごとのお面の説明では、元気よく「髪は毛糸でつく
りました」「口にこだわりました」など発表していま
した。
その後、豆まきの歌や自分たちの心に潜む鬼を退治
していると、本物の鬼が登場！果敢に豆を投げている
子もいれば、泣いている子もいました。
たいよう組の三上玲夢ちゃんは「鬼が恐くて豆を投
げられなかったです」と話していました。

２
３ 迫力いっぱいの鬼に立ち向かう
幼児センター節分の会

数学の問題に取り組むようす

古平中学校で４月から入学する児童を対象に新入生
体験説明会が行われ13人が参加しました。
初めに本田校長が「中学校は自分と向き合う時間で
す。自分を変える大きなチャンスでもあるので希望を
もって来てください」と新入生に話しました。
その後、３年生の美術、２年生の英語、１年生の数
学の授業を見学し中学校の雰囲気を感じていました。数
学の体験授業では、まだ習っていないマイナスの計算が
４問出題されましたが、みんなすべて正解していました。
最後に生徒会から中学校生活について説明後、部活
動を見学しました。
６年生の渡邉凌祐くんは「今日を通じ、ますます中
学校に入りたくなりました」と話してくれました。

２
５ 初めての計算も簡単に正答
古平中学校新入生体験説明会

料理に取り組むようす

男性の料理技術向上のために、食生活改善推進員会
（以下、食改）が文化会館で男の料理教室を開催し町
民12人が参加しました。
参加者は食改の方を含む３班に分かれ、『豚のしょ
うが焼き』や『きのこの味噌汁』など全５品に挑戦し
ました。調理では、玉ねぎの芯を取らずに切ったり、
切り分ける人数を考えずにお刺身を切ったりするごと
に、食改の方に指導を受けていました。その後、ボリ
ューム満点の料理をみんなで美味しく食べたり、チョ
コレートがプレゼントされたりしていました。
会長の斎藤睦子さんは「みなさん美味しかったです
か？また来年も一緒に美味しい料理を作りましょう」
と挨拶していました。

２
14 身に付く料理の基礎知識

男性の料理教室
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北
後
志
消
防
組
合
が
昨
年
（
平
成
31

年
及
び
令
和
元
年
）
の
北
後
志
５
町
村
の

火
災
発
生
状
況
と
救
急
出
動
件
数
を
ま
と

め
ま
し
た
。
古
平
町
の
火
災
発
生
状
況
と

救
急
出
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

火
災
発
生
の
状
況

　

北
後
志
５
町
村
の
火
災
発
生
件
数
は
、

昨
年
よ
り
５
件
増
の
20
件
。

　

古
平
町
の
火
災
発
生
件
数
は
２
件
で
し

た
。

 

救
急
出
動
の
状
況

　

北
後
志
５
町
村
の
救
急
出
動
件
数
は
昨

年
よ
り
37
件
少
な
い
１
７
２
４
件
、
搬
送

人
数
は
33
件
少
な
い
１
６
４
９
件
で
し
た
。

　

古
平
町
の
救
急
出
動
件
数
は
過
去
５
年

間
で
一
番
少
な
い
１
５
７
件
、
搬
送
人
数

も
過
去
５
年
で
一
番
少
な
い
１
５
２
件
で

し
た
。

　

大
幅
に
減
少
し
た
大
き
な
理
由
は
、
余

市
町
の
消
防
の
救
急
車
両
が
昨
年
３
月
か

ら
２
台
体
制
と
な
り
、
余
市
町
へ
の
応
援

が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
火
の
用
心
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
火
災

が
多
発
し
て
お
り
残
念
な
が
ら
そ
の
火
災

に
よ
っ
て
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

今
一
度
、
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、

お
出
か
け
前
や
お
や
す
み
前
に
は
必
ず
火

の
元
の
安
全
を
確
か
め
、
町
民
一
人
一
人

が
火
の
用
心
に
対
す
る
意
識
を
も
っ
て
、

火
災
の
な
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ガ
ス
漏
れ
事
故
防
止

　

落
雪
に
よ
り
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配
管
が
損

傷
し
、
ガ
ス
漏
れ
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
落
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
ガ
ス
ボ
ン

ベ
や
配
管
が
あ
る
場
合
は
、
防
護
柵
な
ど

を
設
置
す
る
。

・
屋
外
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
チ
ェ
ー
ン
な

ど
で
転
倒
防
止
を
行
う
。

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
頑
丈
な
架
台
に
設
置
し
、

配
管
の
点
検
を
行
う
。

・
落
雪
な
ど
で
ガ
ス
漏
れ
が
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
販
売
店
に
連
絡
し
近
く

で
火
を
扱
わ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
冬
期
間
の

ガ
ス
漏
れ
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署

　

☎
42-

２
０
６
８

古平町の昨年の火災・救急件数

救急出動が大きく減少

表１　火災発生の件数

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
Ｈ31 
Ｒ１

北後志 17 14 12 15 20

古平町 3 2 0 ※1 2

※Ｈ30の古平町の１件は車両火災

表２　救急出動の状況

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
Ｈ31 
Ｒ１

北後志

出動
件数

1,628 1,677 1,638 1,761 1,724

搬送
人数

1,558 1,602 1,562 1,682 1,649

古平町

出動
件数

185 201 193 210 157

搬送
人数

172 194 182 199 152
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自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
忘
れ
ず
に

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

■
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
変
更
登
録
を

　

次
の
場
合
は
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

・�

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

　

令
和
２
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
７

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

３
月
18
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
。
要
事
前
予
約

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
町
役
場
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　

☎
０
１
３
５-

21-

２
１
１
１

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生

（
男
子
・
女
子
）、
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

技
能
）
、
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯

科
・
薬
剤
）
、
医
科
・
歯
科
幹
部
を
募
集

し
ま
す
。
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候

補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳
以
上
33
歳
未
満

に
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

余
市
税
務
署
よ
り
　
～
確
定
申
告
～

■
確
定
申
告
開
場
開
設
期
間
な
ど

　

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
目
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

り
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
開
設
期
間　

３
月
16
日
（
月
）
ま
で

○
受
付
時
間　

９
～
16
時
ま
で

○
場
所　

余
市
税
務
署
３
階
会
議
室

○
そ
の
他　

・
譲
渡
所
得
及
び
贈
与
税
に
関
す
る
申
告

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
４
日
か

ら
３
月
６
日
の
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
土
日
祝
休
み
）
。

・
申
告
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、
「
前

年
の
申
告
書
控
え
」
、
確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
い

る
方
は
合
わ
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

・
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

で
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
で
提
出

が
で
き
ま
す
。

・
１
年
間
の
所
得
が
「
給
与
所
得
」
や
「
年

金
収
入
・
副
業
等
の
雑
所
得
」
の
み
の
方

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
「
ス
マ
ホ
専
用
画

面
」
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
・
届
出
書
等
の
提
出

①
郵
送
提
出
の
場
合

　

申
告
書
・
届
出
書
等
を
郵
送
さ
れ
る
場

合
は
、
次
の
宛
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
０
４
７-

８
５
８
８
小
樽
税
務
署
内
「
申

告
書
等
集
中
処
理
担
当
部
署
」
宛

②
窓
口
提
出
の
場
合

　

窓
口
で
提
出
は
余
市
税
務
署
総
合
受
付

も
し
く
は
小
樽
税
務
署
内
「
申
告
書
等
集

中
処
理
担
当
部
署
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。

③
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
提
出
の
場
合

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
余

市
税
務
署
を
選
択
の
上
、
送
信
願
い
ま
す
。

■
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
は
、
軽
減

税
率
制
度
に
よ
り
区
分
経
理
が
必
要
で
す

　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
の
取
引
が
あ
る

課
税
事
業
者
の
方
は
、
日
々
の
経
理
で
、

売
り
上
げ
や
仕
入
れ
（
経
費
）
を
税
率(

軽

減
税
率
（
８
％
）
・
標
準
税
率
（
10
％
）
）

の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る

「
区
分
経
理
」
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
課
税
事
業
者
の
方
が
、
仕
入
税
額

控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
区
分

経
理
を
し
た
帳
簿
及
び
区
分
記
載
請
求
書

等
の
保
存
が
必
要
で
す(

区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式)

。

■
国
税
の
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
り
、

次
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
簡
単
便

利
に
納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

�

振
替
納
税 　

事
前
に
税
務
署
ま
た
は
金

融
機
関
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
振
替
日
に

預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
一
度
手
続
を
行
え
ば
継
続

し
て
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付 　

パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
等
か
ら
「
国
税
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ
ト
」（
左
記
参
照
）

に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る

だ
け
で
納
付
が
で
き
、
事
前
の
届
け
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納
付
税
額
に

応
じ
た
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

(ht
tps

://ko
kuz

ei.nou
fu.jp)

�

そ
の
他
の
納
付
手
段 　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
・
電
子
納
税
等
、
ご
自
身
に
あ
っ
た

納
付
手
段
を
選
択
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
左
記
参
照
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は

㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

(ht
tp:

//www
.nt

a.go.j
p)

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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本の海より
　文化会館図書室に新しい本が入りました。第162回

直木賞受賞作家川越宗一著「熱源」東野圭吾著「沈

黙のパレード」小川糸著「ライオンのおやつ」樹木

希林著「一切なりゆき」など話題の本を取り揃えて

おります。ぜひ、お越しください。

～話題の新しい本入りました　新着図書案内～

～文学～
熱源� 川越宗一

沈黙のパレード� 東野圭吾

ライオンのおやつ� 小川　糸

三鬼　三島屋変調百物語四之続� 宮部みゆき

巡礼の家� 天童荒太

不時着する流星たち� 小川洋子

大名倒産　上・下� 浅田次郎

風間教場� 長岡弘樹

まち� 小野寺史宜

グッドバイ� 朝井まかて

風神雷神　上・下� 原田マハ

流浪の月� 凪良ゆう

Ｉの悲劇� 米澤穂信

線は、僕を描く� 砥上裕將

如何様� 高山羽根子

暗約領域　新宿鮫Ⅺ� 大沢在昌

ノースライト� 横山秀夫

メディウム　霊媒探偵城塚翡翠� 相沢沙呼

トヨトミの野望　小説・巨大自動車企業

� 梶山三郎

屍人荘の殺人� 今村昌弘

～生活・その他～
一切なりゆき� 樹木希林

ファクト　フルネス� ハンス・ロスリング

気がつけば、終着駅� 佐藤愛子

長生きにこだわらない� 矢作直樹

偽善者たちへ� 百田尚樹

大人のカタチを語ろう� 伊集院静

俺か、俺以外か。ローランドという生き方

� ＲＯＬＡＮＤ

シンプルに暮らそう！ソロー「森の生活」を漫

画で読む� へンリー・デイヴィッド・ソロー

男の子の「自己肯定感」を高める育て方

� 柳沢幸雄

役所は教えてくれない定年前後「お金」の

裏ワザ� 荻原博子

医者が教える正しい病院のかかり方� 山本健人

ケーキの切れない非行少年たち� 宮口幸治

朝10分でできるスープ弁当� 有賀　薫

～児童書・絵本～
５分後に意外な結末　１赤い悪夢

５分後に意外な結末　２青いミステリー

５分後に意外な結末　３白い恐怖　

５分後に意外な結末　４黒いユーモア

５分後に意外な結末　５黄色い悲喜劇

５秒後に意外な結末　アポロンの黄色い太陽

５秒後に意外な結末　ミノタウロスの青い迷宮

５分後に意外な結末

� 　ｅｘオレンジ色に燃える呪文

５分後に意外な結末

� 　ｅｘチョコレート色のビターエンド

５分後に意外な結末

� 　ｅｘエメラルドに輝く風景

５分後に意外な結末

� 　ｅｘアクアマリンからあふれる涙

５分後に意外な結末

� 　ｅｘバラ色の、とげのある人生

５分後に意外な結末

� 　ｅｘ白銀の世界に消えゆく記憶

� 桃戸ハル編集

あなたのことがだーいすき

� ヒド・ファン・ヘネヒテン

てぶくろがいっぱい

� フローレンス・スロボドキン

いちにちうんち� ふくべあきひろ

おしっこちょっぴりもれたろう

� 　ヨシタケシンスケ

サッシーのあかちゃんえほんにこにこ

� 　サッシー社

　昨年５月から文化会館図書室活性化のため支援を受けていた道立図書の新刊貸し出しが終了します。２

月末が返却期限となりますので、未返却の本は至急お返しください。� 文化会館図書室より

道立図書館蔵書ご利用に感謝！！
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くらし／投稿

店
先
に
年
の
瀬
近
く
松
か
ざ
り
買
物
客
も
し
ば
し
立
ち
寄
り�

小
山
内　
い
お
子

行
く
年
や
感
謝
を
胸
に
仰
ぐ
空
明
日
を
夢
見
て
命
み
つ
め
て�

故　
金　
子　
寿　
子

久
方
に
娘
と
新
年
を
寿
ほ
ぎ
ぬ
五
十
年
の
越
し
方
語
り
つ�

斎　
藤　
睦　
子

夕
暮
れ
の
街
の
さ
び
し
さ
ゆ
う
明
か
り
暖
か
く
な
る
冬
の
光
り
よ�

坂　
本　
信　
子

雪
止
み
て
鉛
色
し
た
海
静
か
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
ウ
ミ
ネ
コ
憩
う�

佐
々
木　
と
も
子

正
月
を
娘
の
家
に
一
人
居
る
足
の
痛
む
に
お
参
り
叶
は
づ�

鈴　
木　
時　
子

大
勢
で
囲
む
お
昼
の
食
卓
は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
く
楽
し�

田　
中　
香　
苗

夫
婦
と
し
ゆ
る
り
ゆ
る
り
と
一
歩
ず
つ
老
い
て
増
す
増
す
元
気
で
生
き
た
し�

玉　
谷　
美
都
子

日
捲
り
の
薄
く
な
り
つ
つ
年
の
暮
れ
来
る
年
も
良
き
平
穏
願
ふ�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

朝
の
日
の
煌
め
く
海
や
春
立
ち
ぬ

下
萌
や
大
地
の
鼓
動
始
ま
り
ぬ

浜
風
に
潮
の
香
ま
ぶ
し
若
布
干
す

�

渡　
辺　
嘉　
之

岬
の
波
さ
さ
く
れ
合
っ
て
春
浅
し

春
の
風
邪
一
人
の
女
も
て
遊
び

鶯
や
糸
引
く
や
う
な
声
の
張
り

�

室　
谷　
弘　
子

が
り
ん
こ
号
甥
は
テ
レ
ビ
の
昼
の
飯

豊
漁
を
願
ふ
漁
夫
等
に
初
日
の
出

も
っ
こ
岩
朝
日
が
て
ら
す
里
の
春

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

３
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

　
　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

３
月
１
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
22-

３
８
４
３)

３
月
８
日
（
日
）

　

中
島
内
科

�
(

☎
22-

３
８
６
６)

３
月
15
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

�
(

☎
22-

２
８
６
１)

３
月
20
日
（
金
）

　

田
中
内
科
医
院

�

（
☎
22-

６
１
２
５)

３
月
22
日
（
日
）

　

小
嶋
内
科

�
(

☎
22-

２
２
４
５)

３
月
29
日
（
日
）

　

林
病
院

�

（
☎
22-

５
１
８
８)

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

堀
采
海
さ
ん

書
道
展
特
別
賞

　

国
際
書
道
協
会
主
催
の
第
51
回
全
国
学

生
書
道
展
（
総
出
品
数
５
４
９
４
点
）
が

行
わ
れ
、
幼
児
・
一
年
生
部
門
で
６
歳
の

堀
采
海
さ
ん
が
特
別
賞
三
席
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

今
年
１
月
13
日
に
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
表
彰
式
で
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
５
歳
か
ら
習
字
教
室

（
江
城
書
の
会
）
で
お
兄
さ
ん
と
真
面
目

に
取
り
組
ん
だ
結
果
の
受
賞
で
す
。
三
浦

先
生
は
「
小
学
生
と
同
じ
部
で
園
児
が
受

賞
す
る
の
は
す
ご
い
こ
と
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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� 出来事／住民紹介／くらし

ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は２月に誕生日を
迎えた子どもです。

堀
ほり

　煌
おう

雅
が

ちゃん
２月23日生
保護者　 凌雅さん
(沢江町） 夏瑚さん

夏瑚さんより
いたずらが大好きな男の子です。

12

広
報 

ふ
る
び
ら 

３
月
号

令
和
２
年
２
月
28
日
発
行
第
５
３
２
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

　文化会館で国際交流協会主催の餅つきパーティが行われまし
た。今年は『少年少女わんぱく王国』と『たけなわ学級』や町
内で働く外国の方も参加し約50人が集まりました。開会にあ
たり浅野恵子会長が「今回６か国の方が参加しています。恥ず
かしがらずにお話しして、いろんな発見をしてください」と挨
拶。用意した餅米は全部で10ｋｇ！４回に分けてみんなで手
分けして突いたあと、手で丸めていきました。お餅を食べた後
は、外国の方に「あけましておめでとうはあなたの国では何て
言いますか？」「お正月にどんな食べ物を食べますか？」とイ
ンタビューし結果をみんなの前で発表しました。参加した徳田
美杜さんは「餅つきは簡単ではなかったけれど楽しかったです」
と話してくれました。

インターナショナル餅つきパーティ

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	 3,004人�（－11）

　男	 1,404人�（－１）

　女	 1,600人�（－10）

世帯数	1,750世帯�（ ０ ）

上記のうち

外国人	 53人�（－１）

　男	 6人�（ ０ ）

　女	 47人�（－１）

令和２年１月末日現在
住民基本台帳人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

	

氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

福ふ
く

原は
ら

　
カか

ツつ

さ
ん	

84
歳	

１
・
４	

栄
　
町

髙た
か

橋は
し

　
よ

し

こ子
さ
ん	

69
歳	

１
・
７	

歌
棄
町

金か
ね

子こ

　
壽と

し

子こ

さ
ん	

84
歳	

１
・
13	

旭
　
町

小お

田だ

嶋じ
ま

秀ひ
で

子こ

さ
ん	

89
歳	

１
・
13	

銀
　
座

村む
ら

木き

　
一か

ず

雄お

さ
ん	

89
歳	

１
・
17	

浜
　
五

本ほ
ん

間ま

　
フふ

ミみ

さ
ん	

96
歳	

１
・
19	

丸
山
町

一い
ち
の
へ戸

　
睦む

つ

子こ

さ
ん	

83
歳	

２
・
１	

新
地
町

新に
っ

タた

　
良り

ょ
う
こ子

さ
ん	

85
歳	

２
・
６	

港
　
町
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